
要約

期待の基幹種雄牛に２頭指定

増体や肉質の成績が高く評価され、黒毛和種種雄牛「優福栄」と
「光茂」が新たな基幹種雄牛に指定されました。

１．背景・目的

２．内容

３．活用等
写真１ 優福栄（上）と光茂（下）

・遺伝子検査が可能な遺伝病は保因していませんが、極端な近親交配は避けてください。
・凍結精液は、JA全農あおもりを通じて販売しています。

写真２ 優福栄産子枝肉
「Ａ－５」ランク

青森県の和牛は、基幹種雄牛（県が奨励する種牛）「第
１花国」の能力が全国的に高く評価され、その子牛は高
値で取引される一方、その娘牛が繁殖牛として多数県内
で飼育され、これらに交配する種雄牛の造成が求められ
ていました。

・「優福栄」は特に肉質の評価が高い兵庫系の種雄牛で、
安定した肉質が評価されました。「第１花国」の娘牛
との相性も良好です。

・「光茂」は増体や繁殖性に定評がある鳥取系の種雄牛で、
交配相手を選ばず安定して能力を発揮しています。性
質の温順さも魅力の一つです。

・優福栄は平成23年度、光茂は平成24年度に県の基幹
種雄牛に指定され、それぞれ凍結精液の供給を開始し
ています。

・優福栄産子は平成25年7月から青森県家畜市場に上場
され、高値で取引されています。光茂産子は平成26
年10月市場から上場されます。
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要約

１回のホルモン注射で牛の受精卵生産が可能

1回のホルモン注射で受精卵の生産が可能な、過剰排卵処理法を開発
しました。普及性の高い簡易な技術です。

・生理食塩水を溶解液としているため、家畜に対し安全です。
・家畜繁殖学会誌：Theriogenology DOI: http://dx.doi.org/10.1016/j.theriogenology.2014.09.012

１．背景・目的

２．内容

３．活用等

写真１ 受精卵

FSH:アントリン２０AU/５０ｍｌ生食

PGF2α:エストラメイト３ｍｌ等
GnRH:イトレリン2.5ｍｌ等

＜使用する薬剤等＞

写真２ 注射部位（頸部皮下）
＊FSHが皮下に貯留しふくらみ、
緩やかに吸収されます

15.6 15.2
11.4 11.3

0

20

1回投与 多回投与

生産卵子数 受精卵子数

図２ １回投与による成績
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図１ １回注射プログラム

受精卵（写真１）は、雌牛に朝夕1日2回の卵胞刺激ホルモン
（FSH）注射を行い、たくさんの卵子を排卵させ生産されていま
すが、多回の注射は作業が繁雑なため、簡易なFSH注射方法の
開発が求められています。

・全国9府県で共同試験を行い、本県同様1回投与で可能な
ことが証明され、全国規模で本技術が利用され始めてい
ます。

・県内では3カ所の家畜診療所で、利用されています。

・５０ｍｌの生理食塩水にFSHを溶解し、頸部の
皮下へ1回注射するだけで緩やかに吸収され、
持続的にFSHが作用することにより、過剰排卵
が誘起されます（写真２、図１）。

・とても省力的なうえ、従来の多回投与法と同様、
優れた採卵成績が得られます（図２）。

・家畜へのストレスが軽減されます。
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